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陣内食パン  300 円 
牛乳・はちみつ・コンデン

スミルクをたっぷり使用し

たリッチなパン。 

お土産にどうぞ。 

カンパーニュ 60  400 円 
天然酵母とライ麦を使用。 

1 日寝かせることで更に味わいが

増す。 

現在、味のバリエーション研究中。 

おやさいパン  180 円 
子ども達に安心安全。そして大津

町の野菜食べてほしい。地域と共

に、地域に根ざした熱い想い。 

このパンにはそんなドラマが詰まって

いるのです。現在、全 4 種。 

Insta 映えする 
かわいいデザイン。 
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アンパクッキー  150 円 
サクサクの食感を研究。 

味、デザインともにこだわた一品。

プチギフトにどうぞ。 

ラスク  180 円 
食感にこだわり、あえてラス

ク用の生地からパン作り。 

全て手作業。 

ガーリック味はワインで… 

楽しくないと「福祉」じゃない。 
地域を創る法人に。 
子どもでも、大人でも、高齢でも、障がいがあっても
なくても、利用者もスタッフも、この地域で暮らし、
働く「ひとりの人」として。 
地域活動支援センターにしかできないこと… 
 
障がい・子ども・独居高齢者・生活困窮…色んなこ
とを一つずつ形にできるよう。 
 
地域をつなぐ「幻のパン屋」になれたらいいな。 



  

 
１班：「洗濯物畳み」 

 
1 班：「関わり」 

梅雨にも負けず、猛暑にも負けず、車の重要な部品となるパッキン作業、夏野菜の主役であるトマト

を入れるパックのラベル貼りと責任を持って連日作業に勤しんできました。そんな中、先日県内の専門

学校より学生 S さんが実習に訪れました。今回は彼女と皆さんの関わりを紹介したいと思います。実習

初日、積極的に関わるものの、どうしても言語でのコミュニケーションを中心に捉える彼女と皆さんの

間は、なかなか深まりませんでした。「コミュニケーションは会話（言語）だけではない」というアドバ

イスを受けてから、彼女の関わり方が変化すると、皆さんの様子にも変化が見られ始めました。心地良

い距離感で関わることで、皆さんが S さんに興味を示し、それに応えるというやり取りで信頼関係を築

いていきました。短い期間でしたが、S さんのお別れの挨拶の際、皆さん耳と心を傾け、初日の挨拶で

は見られなかった、しっかりと聴く姿勢が見られました。             主任 本田 誠 

                             

  
２班：「わかったー！」 

I さんはネット作業の中で「組み＝治具に 5 個さして輪ゴムをかける」工程に長く取り組まれてきまし

た。しかし、6 月下旬から初めて「折り＝ネットの材料を半分に折る」工程にチャレンジされています。

半分に折るだけと思いきや、内側に折り込むという決まりがあったり、力加減を間違うと破れてしまっ

たりとなかなか難しい工程のため、治具を利用してのチャレンジです。I さんはネットの折り方はあっと

いう間にマスターされたのですが、次の工程を行うテーブルにネットを送ることができず、修正の声掛

けをされていました。そこで、I さんが誤ってネットを送ろうとする方向に工作用紙で壁を作ると、あっ

という間に動きが変わり、正しい方向へとネットを送るようになりました。「わかった」途端に作業のス

ピードもアップ。作業をやり遂げると、締まりのあるいい顔になっていました。2 班は新しい仕事や工

程にチャレンジ中。沢山の「わかった」を引き出していきたいと思います。  統括課長 平川 聖子 

 

       ３班：「アンパと三気」 
私は三気の里に入職し 2 年目になります。昨年はアンパで働かせて頂き、今年度から園内での勤務と

なりました。アンパでは、パンやクッキーを利用者の方と一緒に作る中で、関係を築く難しさがありま

した。園内勤務になり、一日の流れ、作業内容を覚える事の大変さ、利用者の方と関わる中で、皆さん

の特性を知る難しさや一人ひとりに対しての声掛けの仕方などに戸惑いながらも日々支援をさせて頂い

ています。担当させて頂いている利用者 K さんはマイペースな方で作業を行うまで時間が掛かります。

「作業を頑張りましょう」と声を掛けるとニコッとして少しずつですが、作業を始めます。最近では作

業が終わると手を上げ「出来ました。」と合図をされるようになりました。作業後も笑顔があり声かけを

続けていくことでスムーズに作業を取り組める事が多くなりました。小さなステップですが、ここから

少しずつステップアップして、良い支援に繋がるように日々学んでいきたいです。  

支援員 山本晴香    






